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大 会 歌「若 い 力」

大 会 歌 の 由 来

「若い力と感激に……」のスポーツの歌「 若い力」は昭和22年に佐伯孝夫氏作詞、高田

信一氏作曲によるもので、第 2回国民大育大会から大会歌として制定され用いられた。

日本体育協会選定

作「司 F/r伯 孝 夫
作 曲 高 田 イ|:一
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第20回国民体育大会会長  Zゴ  列卜 】3次  貞S

さわやかな秋空のもと、全国のスポーツの精鋭相集い、

天皇陛下、皇后陛下をお迎えして第 20回国民体育大会秋季大会を開催で

きますことは、誠に慶びに堪えません。

昨年のオリンピツク東京大会は国を挙げての協力 により、多大の成果

を収め、世界各国から数々の賞讃を博しましたが、 このオリンピツク大会を契機として、国民全般の
スポーツに対する関心が著しく深まり、特に次代をになう若い世代の人々の間に スポーツが普及侵透

しつつありますことは、非常に喜こばしいことであります。

オリンピツク東京大会で学んだすべてを生かして、今や日本のスポーツ界は 目ぎましい発展を示し

ておりますが、それだけに今回の第 20回国民体育大会に寄せる期待もまた極めて大きいものがありま

す。

郷土の代表として晴れて大会に参加された皆さん、 どうかこれからの 6日 間、 岐阜県下の全会場に
おいて、正々堂々と日頃練磨の実力を十分に発揮し、郷土の栄誉とスポーツの栄光のため限りない活

躍を期待いたしますとともに、国民体育大会として 20年をけみした本大会に、一段と輝かしい年輪を

加えるようお願いし、併せて長い間本大会を開催するにあたり多大のご尽力とご協力を寄せられまし

た地元岐阜県をはじめ、多くの関係者各位に心から感謝の意を表して挨拶といたします。

文 部 大 臣 中 村 梅

するとともに、健康に

あります。

本日ここに天皇・皇后両陛下の御臨場のもとに第 20回国民体育大会秋

季大会の開会式を挙行いたしますことは、 まことに感激に 堪えません。
国民体育大会発足以来、 年とともに発展して今日のように 盛大な国民
的スポーツ祭典となり、スポーツの普及振興と国民の体位体力の向上に資

して明朗な社会の建設に寄与しつつあることは、 まことによろこばしい次第で

いまや、わが国の体育・スポーツ界はオリンピック東京大会における大きな成果のあとをうけて一

段と活気をおび、 スポーッ愛好者の増加と競技技術のいっそうの向上をめざして力強い精進をつづけ
てお ります。 このときにあたり、全国の若人の盛 り上る意気と力を結集してこの大会を開催いたしま
すことは、 まことに意義深いものがあると思います。
郷土の期待をになって参集された選手諸君には、 どうか公正明朗なスポーツマンの本領を発揮し、
スポーツの栄光と本大会の成功のために力いっばい健闘されて、所期の目的を達成されるよう希望い

たします。

終 りに臨み、 lk‐阜県をはじめ、地元関係各位ならびに体育関係諸団体の皆さまがたの御支援御協力
に対し、深く感謝の意を表しまして、ごあいさつとぃたします。
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岐阜県知事 松 野 幸 恭

天皇、 皇雷両鮮下の御親臨を仰いで、 深まる濃飛の秋を背景に、第20

回国民体育大会秋季大会を開会することは、岐阜県史 100年を飾るに相

応しい、 172万 県民の感激であります。

東京オリンピツクの貴重な教訓を基盤に、若年層の開発をめざす日本スポーツ界が、岐阜国体にか

ける期待は、 異常なまでに高いと聞きます。これは、 私どもが「 明日の力を育てる国体」として、若

い明日の県民の行動力を培 う国体としたいという、熱願をこめて準備してきた、 172万 県民 10年間の

願望とも、軌を一にするものと思っています。 W
この大会で見せられる人間の力の限界の遅しさ美しさは、 将にスポーツにおけ る鍛練された人間像

というのみでなく近代社会の求める理想の人間像とも言うべく、 参会者に深い感動を与えて下さるも
のと思っています。

美しい山、美しい川、豊かな心あたたまる伝統のなかで、育てられ成長したllk阜県民が、心をこめ

て迎えるこの大会を通して、 改めて参会された方々に、岐阜県の真の姿を知って頂こうと心から念願

しています。

みなさまは勿論、私ども岐阜県民にとって、何時までも消えることのない、 美しい層、いけ|の匡体で

ありますことを祈っています。

,

日本バ ドミントン協会会長 本 田 弘 敏  ~
V

我が国におけるバドミントン競技に関し、 古い伝統を維持してる ここ

岐阜市において、第 20回国民体育大会が開催されますことを、誠に意義

深く嬉しく感している次第でありす。

特に昨年第 6回世界男子バドミントン選手権大会を東京で開催して以来、 日本バドミントン協会の

世界における地位を確固たるものにし、 それにより海外遠征のチヤンスが数多く招来し、 まさに隔世
の感がいたします。 また明年2月 には第 4回世界女子バドミントン選手権大会 (ユーバ杯)が開催さ

れ、 わが日本も世界の覇者たらんと選手権強化に精励いたしております。 このような時機に本大会が

開催されますことは、参加選手諸君によリー層の励みが生じて、大会を盛りたててくるものと信じま    .
■

す。どうか日頃の実力を思う存分発揮されんことを切に願ってやみません。

最後に、本大会開催に多大の努力を傾けて準備されました地元協会始め関係各位のご87J力に対し、

心から感謝の意をこめて挨拶にかえる次第であります。

(4)
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歓 迎 の こ と ば

岐阜市長 松 尾 吾 策

菊花薫る今日のよき日、 天皇・皇后両陛下の行幸啓を仰ぎ、 各宮殿下
のご臨席のもとに、第 20回国民体育大会が当市において開催されますこ

とは、この上もない感激であり、よろこびであります。

全国からお集りの皆さん、ようこそいらっしゃいました。私たち 38万市民は心から皆さんのおいで

をお待ちし、諸般の準備を進めてまいりました。

選ばれて、 この晴れの大会に参加された選手の皆さんに深く敬意と歓迎を申しあげますとともに、

郷土の栄誉とスポーツの栄光のために、 日頃鍛えられた力とわざを遺憾なく発揮され、有終の美を飾

られるよう心から念願します。

わがllk阜市は、 天下の英雄信長公の居城、稲葉城を仰ぎ、鵜飼に名高い長良川の清流が流れる風光

明媚な観光産業都市として、また、中部経済圏の雄都として躍進をつづけてまいりました。

ご来岐の皆さんには、 この機会に本市の美しい風土と歓迎の至情をも郷土へのおみやげとしてくだ

さいますよう、 さらに、 この大会がいつまでも皆さんのよき思い出となりますよう、心からお願い申
しあげ、歓迎のごあいさつといたします。

岐阜県バドミントン協会会長 カロ 蔵黒 轟議 孝

全国各地から遠路お集 りの選手、 役員の皆様、 ようこそいらっしやい

ました。

第 20回国民体育大会を、ここ岐阜市に全国の郷土代表 348名の選手をお迎えし華々しく開催されま

すことは、主管協会といたしまして、誠に光栄とするところであり、心から歓迎申し上げます。

日本バ ドミントン協会が戦後結成され、バ ドミントン人口は約 100万に達しており、 いやが上にも

諸君の意気は昂揚していることと信じます。

全国各地のスポーツのエリートとして出場される選手の皆様には、平素培われた技を十分発揮され、

スポーツマンンップに則 り正々堂々と斗われ、郷上の期待に応えられますよう希望 してやみません。

大会の準備について、 日本バ ドミントン協会のご指導と地元岐阜市その他のご協力により、 万全を

期して進めて参りましたが、 なお不行き届きの点が多々あると存じます。 関係者の皆様の友情ある指
導とご理解により、大会を立派に逐行したいと願 う次第であります。

終 りに本大会の開催に当り、 熱意ある御指導と御協力を賜 りました関係各位へ、哀心より感謝の意

を表し、歓迎の挨拶と致します。
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，
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国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は都道府県対抗男女競技総合順位1位の都道府県、皇后杯は女子競技総合順位1位の都道府県に授与す
る。

第 2条 都道府県総合順位の決定は、冬・夏・秋季の三大会を通じ都道府県対抗競技種目に下記得点を与え、その合
計点の多きものより順次とする。

1位 10点、 2位 7点、 3位 6点、 4位 5点、 5位 4点 : 6位 3点、 7位 2点 、8位 1点、ただし、同点の場合は

その順位を共有し、次の順位は欠位とする。なお、 1位が共有の場合は、天皇杯・皇后杯は授与しない。

第 3条 各競技種目の順位決定は、種別のあるものについては、各種別ごとに下記得点を与え、その合計点の多きも
のより順次とする。

1位 10点、 2位 7点、 3位 6点、 4位 5点、 5位 4点、6位 3点、 7位 2点、 8位 1点。ただし、同点の場合は

その順位を共有し、次の順位は欠位とする。

第 4条 天侯その他によリー部競技が中止になった競技種目の成績決定は、その競技団体と天皇杯委員会で決める。
第 5条 天皇杯 .皇后杯は冬季大会の開会式に返還し、秋季大会の閉会式に授与する。
第 6条 天皇杯・皇后杯を授与された都道府県は下記の各項により保管の義務を有する。
1.天皇杯・皇后杯は信託会社または確実な金庫に保管される。
2.破損、紛失に対してはその都道府県体育協会の責任とする。
3。  日本体育協会が優勝都道府県名を刻入したり、またはその他の必要によリー時返還を求めた場合はこれに応
じなければならない。

(6)
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ば工ζ裏贔黒」皇)

スポーツは人間だけがもつ文化の一つである。

これをより高く、より美しいものにするには、スポーソを行なうものの精神とそ

れをとりまく環境の清らかなことが必要である。美しいスポーツマンンツプは、こ

のような世界の中で生れ、やがて生活を導く基として社会のために貢献するのであ

V  
ろう。

故にスポーツマンは競技場にあると同じ精神と態度で生活し、立派な社会人で

なければならない。

◎競技するものは、スポーツを愛好し、ひいては、それを心と身体の糧とし、明

るい光とすがすがしい空気のなかで純粋にスポーツを行なうこと。

◎競技するものは、スポーツを行なうことによって社会的な名声や物質的な利益

を得ようという考えをもたないこと。

◎競技するものは、審判の判定を重んじ、その決定に満足しない場合でも感情に

支配されぬ行動をとること。

ジ

◎競技するものは、つねに明朗で相手を尊重 しつつ、自分の最善をつくし、その

成果に満足すること。

◎競技を審判するものは、規則に従って公正に判断し、競技を明るく滑らかに進

めること。

◎競技を見るものは、感情にとらわれた応援をせず、美 しい精神とす ぐれた技を

,      たたえ、スポーツのよりよい発展を希 うこと。

(7)
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口

田

田

田

村

　

井

田

塩

村

井

本

田

本

島

田

中

井

見

下

達

藤

見

崎

瀬

松

加

松

守

須

茂

日

福

宮

九

岡

矢

俊

荒

谷

富

篠

篠

奥

林

吉

玉

小

中

若

杉

河

岡

川

竹

田

桜

鷲

垣

安

後

鷲

宮

棚

策

敏

郎

彦

雄

雄

三

政

郎

夫

衛

一

一

健

五

男

光

雄

一
郎

臣

雄

七

吉

次

雄

茂

和

一

弥

平

男

助

之

市

雄

平

子

一
清

浩

吾

弘

四

義

文

正

賢

光

十

政

篤

喜

清

　

八

二

義

重

友

鷲

清

春

喜

美

安

秀

　

孝

貞

昭

半

一

嘉

和

栄

力

孝

光

隆

尾

田

岡

本

田

野

田

村

川

間

村

部

上

村

河

井

田

藤

山

岡

木

　

原

田

桐

野

　

尾

田

崎

口

永

木

村

田

府

村

山

田

藤

田

久

松

本

村

栗

山

大

角

田

市

佐

中

矢

井

中

市

藤

藤

加

杉

松

青

林

松

平

片

浅

林

松

岩

岩

川

徳

村

下

河

別

中

杉

斉

安

蒔

長

長

長

　

問

　

与

会

〈
富

誉名

会

副

　

顧

　

参

広 田 兼 敏

田 中 喜一郎
自 山 源三郎
正 村 秀 次

地 崎 宇三郎
浅 野 喜代治
額 賀   修
和 田 吉 弥

金 森 藤 平

後 藤 釘 二

川 端 与兵衛
中 尾 喬 一
鎌 田 道 海
森   俊 雄
古 木 俊 雄

堀   清 一
松 倉 直 吉

玉 木 清 市

原   謙 三
今 村   勇
児 玉 福 三

高 瀬 春 雄

栗 本 彦 一

小 森 良 雄

杉 山 三 郎

伊 藤 末治郎
波多野 立 夫
神 山   栄
桑 原 善 吉

青 木   清
松 原 喜 八

五 島 良 吉

尾 関 為四郎
松 井 正 雄

山 岡 良 男

野 村 喜太郎
高 田 嘉 隆
岩 本 藤 吉

国 分   浩

ー

ー

吉

門

貢

三

郎

忠

蔵

市

子

二

昭

彦

郎

松

夫

郎

吉

文

之

平

吉

一

大

三

二

夫

助

彦

三

次

平

一
司

一
策

衛

　

　

十

　

　

　

　

　

　

　

一二
　

　

治

藤

左

　

良

新

　

又

立

庄

卓

興

秀

為

由

信

光

清

道

義

位

直

賢

一

重

久

丈

甚

隆

健

健

好

興

弘

左

寿

忠

橋

島

柴

倉

原

崎

原

　

交

下

銘

藤

部

藤

瀬

川

　

山

桐

谷

　

西

桐

原

井

田

合

川

藤

水

関

山

　

村

田

笠

松

小

小

朝

揚

岡

田

原

入

山

有

後

服

伊

広

早

辻

巣

片

神

辻

安

片

小

石

山

河

瀬

加

清

尾

杉

林

岩

増

(8)



曰員役〈
〓大

霞

彦

男

賢

悦

田

村

道

北

河

宮

助

行

郎

陽

言
口
三

松

田

井

上

横

桜

信

〓
一

義

正

破

尾

不

深

沢 田 惚 七
神 山 和 雄

磯 野 宮之進
各 務 虎 雄

森 友 徳兵衛
川 端 昇 市
相 場 清 一

伊 沢 三 郎

小 宮 淳 宏

高 倉 正 治

毛 利 清 志
権 田 正 一

橋 本 角 市

榎 本 彦 次

平 田 登志郎
B思 尾 健 生

松 木 哲 夫

小 関 三 郎

中 林 昭 一

永 広 利 之
村 岡 則 章
丸 山 喜 久

大 竹 健 司

野 村   博
松 岡 竜 三

野 村 正 浩

高 橋 忠 治

森 瀬   満
高 橋   寿
吉 田 二 亮
加 藤 真 直

安 藤 卓 雄

自 木 有 之

酒 井 久 彰

桑 原   正
沼 田   散
玉 井   勝
佐 藤 英 夫

伊 藤 健 吉

丹 羽 演 暢

宮 浦 清 美

昌  田  正  三与参

信

先

一
雄

夫

満

士

要

雄

敦

治

夫

郎

治

宜

吉

雄

一
美

宗

美

義

明

保

夫

二

夫

刊

直

豊

七

行

螂

貢

司

夫

五

正

　

修

幸

重

　

正

　

一
　

達

保

小

由

博

雄

重

鎮

雅

完

直

正

正

嘉

秀

克

英

善

正

　

平

和

春

　

豊

文

嵐

井

田

山

橋

合

原

脇

本

林

司

田

多

井

田

宅

田

野

田

井

田

山

本

瀬

口

島

田

村

田

橋

井

合

池

本

見

木

十五

今

吹

村

高

河

上

西

森

小

荘

増

内

岩

植

三

安

天

吉

五

和

杉

山

村

井

竹

勝

中

岩

高

向

河

小

戸

鷲

自

吉

雄

記

甫

吉

二

雄

寿

郎

充

夫

夫

光

哉

晴

雄

勝

市

雄

旭

之

彦

郎

次

一
次

清

一
三

夫

期

三

郎

夫

雄

郎

雄

寿

　

　

　

次

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伝

文

正

基

　

家

修

成

　

万

弘

三

仲

義

欽

正

幸

　

寛

歳

　

貞

直

市

清

啓

嘉

　

一
淳

夏

三

政

三

政

瑞

次

良

田

山

藤

川

野

引

辺

田

木

本

藤

橋

沢

村

脇

原

田

村

田

浦

田

北

野

橋

浦

山

部

橋

田

　

川

吉

橋

川

藤

端

島

木

沢

穐

伊

塩

吹

布

渡

和

並

松

加

八

関

中

宮

石

稲

仲

河

三

岩

浜

大

市

宮

横

服

高

吉

堀

西

豊

高

小

加

江

中

一二

一

郵

螂

雄

一

橿

彦

郵

二

夫

雄

作

庸

二

雄

志

壮

忠

博

弘

寛

章

雄

郵

策

市

茂

創

清

一
三

郎

螂

一
郎

雄

務

一
信

智

健

安

栄

寿

邦

荘

益

邦

忠

良

　

軍

忠

泰

　

裕

　

　

　

恵

茂

治

金

隣

　

　

　

丈

和

一
正

領

芳

武

谷

元

嶋

藤

藤

飼

嶋

本

中

井

村

木

田

手

田

光

見

高

博

階

井

淵

崎

野

中

野

　

村

田

　

　

藤

島

駄

田

郷

村

吉

須

神

秋

市

斉

内

小

中

山

田

増

中

鈴

大

玉

千

倉

新

日

石

山

酒

馬

山

松

田

小

林

牧

西

林

辻

加

中

小

森

曽

奥

藤

巖

一元

関

長

長

員

員

員

委

委

副

委

▼

(9)



口員役量朋

▼

ー

競 技 委 員 長

競 技 副 委員長

総 務 委 員 長

総 務 副 委員長

総 務 委 員

天 皇 杯 計 算
委  員  長
天皇杯計算委員

審  判  長

副 審 判 長

秋 元 信 一

神 谷 一 三

高 倉 正 治

吹 野 家寿吉

石 博 裕 忠

森 友 徳兵衛

吉 田 雅 美

内 藤 安 雄

大 竹 健 司

審  員 ①田 島 律 雄
清 水 照 子

②浅 野 宏 充
北 村 紀 子

③沢 藤 泰 子
小 栗 達 弘

④脇 坂 光 子
山 田 隆 一

〇松 尾 清 子
上 杉 武 子

③安 藤 一 男
近 藤 尚 義

進 行 主 任 大 堀  清
進 行 副 主 任  川 本   茂
進 行 係 安 藤 光 則

記 録 主 任 今 西 康 彦

記 録 副 主 任  吉 村   豊

(10)

安 田 重 雄

山 階   博

馬 淵   寛

三  浦 旭 鈴 木 道 子

螂

忠

勇

彰

宏

一

郎

典

乗

健

　

　

　

陸

栄

司

克

隆

藤

野

口

方

林

沢

井

島

間

日

斉

上

野

大

小

古

高

杉

三

宏

甫

雄

晃

雄

三

貢

弘

俊

淳

　

成

　

好

雄

　

勝

正

宮

川

辺

豆

田

上

田

尾

塩

小

塩

渡

伊

堀

井

石

今

小

先

雄

正

一
慧

二

啓

三

和

幸

守

鉱

　

晟

郡

耕

俊

井

山

田

藤

田

　

山

井

羽

今

村

町

伊

山

森

杉

酒

丹

郎

一
裕

利

巽

保

守

夫

浩

三

修

忠

宇

　

　

　

仁

正

沢

田

松

山

呂

西

島

谷

村

伊

吹

植

青

野

安

高

伏

野

員半
審

章

子

彦

章

之

子

真

司

子

司

二

勉

恵

睦

和

　

利

幸

　

恵

秀

祥

正

崎

林

島

原

藤

谷

村

堀

合

川

谷

田

山

若

小

上

加

水

江

大

河

戸

関

原

夫

子

平

彦

行

子

男

治

淑

子

夫

子

富

和

浩

義

康

公

道

賢

隆

螢

徳

倶

垣

井

原

井

藤

林

塚

浦

田

后

田

木

西

国

榊

辻

斉

小

小

梶

城

岩

平

高

夫

子

昭

子

浄

俊

夫

子

人

子

彦

章

み

文

典

良

文

　

隆

恒

公

浩

た

正

誠

田

田

立

山

本

藤

町

桐

田

本

野

藤

篠

野

足

片

榎

斉

寺

片

池

森

伴

安

線

福 田 美恵子堀 部 初 子

技



口員役技

ツ

記  録  係

シャ トル主 任

シャトル扇1主任

掲 示 主 任

掲  示  係

点 示 主 任

点 示 副 主 任

点  示  係

送 信 主 任

送  信  係

式典 表 彰 主任

式 典 表 彰 係

接 待 主 任

接  待  係

受 付 主 任

受  付  係

放 送 主 任

会 場 主 任

会  場  係

補  助  員

柳 原

下 川

山 田

市 川

加 藤

浜 Jヒ

堀 部

日下部

小 松

清 水

桂 り‖

谷

田 中

高 橋 一 子

梅 村   霞

堀 江 みち子

三 品 和 子

堀   隆 子

河 田   泉

進 行 係補 助員

記 録 補 助 員

ンャトル補助員

掲 示 補 助 員

点 示 補 助 員

送 信 補 助 員

式典表彰補助員

接 待 補 助 員

受 付 補 助 員

会 場 補 助 員

放 送 補 助 員

靖 三  二 間 勝 乗

幸 夫

喜 三

久 司

知恵子

直 彦

邦 雄

由佳子

忠 則

春 子

幸 男

典 子

正 則

井 日 英 雄

加納、岐商、富田校生女子 6名

岐商高校生 8名、富田女子高校生 1名

富田高校生 2名

富田高校生 2名

岐高、加納、富田、鶯谷女子高校生24名

岐高、岐商、岐南工、岐工高生24名

富田女子高校生 2名

富田女子高校生 2名

富田女子高校生20名

富田女子高校生 4名

岐東高校生 10名

富田女子高校生 4名

(11)
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大 会 係 員

会 場 主 任 山 本 正 明

総   務 三 輪 久 彦  川 出 利 幸
式 典 表 彰 係 丸 毛 啓 一  篠 田 真 澄
補  助  員  式典表彰係補助員  岐阜東高校生ブラスバンド 41名

富田女子校生バ トンガール 22名

富田女子校生プ ラカ ー ド 47名

プ ロ 販 売 係 安 藤 ゆき枝

受 付 案 内 係 後 藤 行 男  松 原 慶 子
接 待 係 清 水 康 司  馬 場 美 子          v
補  助  員  接待補助員  岐阜市婦人会員 5名 (実人員10名 )
記 録 報 道 係 河 野 正 明  酒 井  弘  清 水 敏 光  自 木 康 登

汲 田 正 三   石 井 武 久   西 日 祐 耳   鷲 津 千津子
電 話 係 小 椋 祥 司

会 場 整 理 係 高 橋 只 夫  加 納 正 勝
会 場 清 掃 係 伊 藤 ネし 治

会 場 警 備 係  守 屋 元比古   田 辺 照 雄   杉 山   勇   関 谷 五 郎
丹 羽 博 道  後 藤 正 一  林  竹 雄

補  助  員  会場駐車場係補助員  岐阜消防団員 2名 (実人員 8名 )
救  護  係  橋 本 明 憲   山 田 成一郎   黒 川 貞 夫   小野田 栄 助

太 田 幸 子   前 田 みつ子
補  助  員 救護係補助員  岐阜東高校生 2名                         ル

練 習 会 場 係 桜 井 幸 雄  高 橋 新 一  今 瀬 千 彦  金 子 1旬 司  ´ヽ

補  助  員  岐阜市婦人会16名 (実人員36名 )                        ▼

(12)



式 次    第

・       開  始  式 (10月 25日 ) 終 了 式 (lo月 28日 )

'開
式 通 告          1・ 開 式 通 告

2.選 手 入 場 2.選  手 整 列
3。 開 会 宣 言……大会委員長 森友徳兵衛    3.成  績 発 表
4.「君が代」斉唱 4.表
5。 「若い力」斉唱                        

彰

6.会長挨拶……日本バドミントン協会長 本田弘敏   5.会 長挨拶……日本バドミントン協会長 本田弘敏

7.歓 迎の ことば……岐阜市長 松尾吾策      6.歓 送の ことば……岐阜市長 松尾吾策

8.歓 迎の ことば……岐阜県バドミントン協会長    7.歓 送の ことば……岐阜県パドミントン協会長
加藤義孝 .      加藤義孝

、/   9.選  手 宣 誓
……岐阜県代表 堀 幸矩

     8.閉  会
10.表     彰                        

宣 言……大会委員長 森友徳兵衛

ぼ   11.選 手 退 場          9・ 選 手 退 場

12.閉 式 通 告 10.閉 式 通 告

バドミントン競技諸会議会場日程表

競  技  日  程

第 1 日 目 (10月 25日 )  9.00  開 始 式
iO.00～ i9.00  -般 男子 1～ 2回戦

一般女子、高校男女1教員男子 1回戦

第 2 日 目 (10月 26日 )  9.00～ 18.00  -般 男子 2～ 3回戦
一般女子、高校男女、教員男子準々決勝

第 3 日 目 (10月 27日 )  9.00～ 16.30  -般男子準々決勝
全種別準決勝

第 4 日 目 (iO月 28日 )  9.00～ 13.00  全種別 3位決定戦及び決勝戦
13.Oo  終 了 式

会  議  名  1月 日 1時 間 1場 所 会  議  名 月  日 時 間 場 所

理 事 会
1肛
郎 Ю‐ 2 鵜 川 荘 公認審判資格 裏員墓

10. 23 19- 鵜 川 荘

鉤 会が1丁1面 全 国 理 事 長 会 議 10. 24 19～

yttT理
「ア1高 用 具 委 員 会 10. 25 18～

指 導 委 員 会 |″ l18-19

(13)



バ ド ミ ン ト ン の 手 引

其の昔、インド。ボンベイ州のプーナに発生

した此のゲームは、其の発生地の名を取 り「 プ

ーナ」と称された。「 プーナ」は今を去る百余

年前の1844年 に英国に紹介され、漸次英国内に

拡がり、 1873年 、最初のプーナ・クラブが創立

されて間もなく、ビュフオード領主下、グロセ

スターンャイアー県のバ ドミントン村で村人達

が盛んに、このゲームを行う様になって以来、

「 バ ドミントン」と呼ぶ様になった。

当時の規則は幼稚なものであったが、以後度

々改正が加えられ、今日では国際バ ドミントン

連盟の規則に従って世界各国のバ ドミントン・

プ L/― ヤーがゲームをしている。現在英本国は

勿論、北欧諸国、カナダ、北米、南米、印度、

マライ、タイ、及南洋諸国に於て行なわれてい

る。

我国に於ては、大正 13年・ 4年、頃YMCA
に紹介されていたが余 り関心はなく、横浜YM
CAが昭和 10年、正式にこの競技を取り入れて
以来、研究普及が行なわれて来た。然し戦後其

の発達普及の度は急速を極み、昭和21年、日本

バ ドミントン協会が結成され、23年に日本体育

協会に加盟27年に IBF(国 際バ ドミントン連
盟)の一員となり、今日に至 り、その支部が出
来る迄に発展したのである。また、昨39年 5月

東京にて第 6回世界男子選手権 (ト マス杯)大
会 が 開催 され、インターゾーン戦では、日本

(ア メリカ・ゾーン勝者)タ イ (ア ジヤ ,ゾー

ン勝者)デ ンマーク (ヨ ーロッパ ・ ゾーン勝
者)マ ラヤ (濠亜ゾーン勝者)の 4ケ国中、デ
ンマークがインターゾーン勝者となり、選手権

国インドネシヤ とチャ L/ンジ・ラウンドの結

果、 3度インドネシヤは選手国となった。

因みに現在のパ ドミントン人口は推定100万 、

その内日本バ ドミントン協会に選手登録がして

ある者は約 |万名である。

競技の見方 我が国に於て江戸時代の昔から
行なわれている古い民族遊技として追羽根つき

の様に一見やさしい競技の様に思われるバ ドミ

(14)

ントンは、テニスの変化に富んでダイナミック

な立体戦の特色と卓球のスピーディなゲームは

こびを兼ねそなえた近代的なスポーツである。

そして又細かい技術を基礎にしたスマートなプ

レーと同時に強力な体力を要求するゲームであ

る。

繊細な技術と果敢な決断力を以って、あの早

いンヤ トノし/・ コックの打合のうちに、如何にし

て相手の急所を攻めるか、更に如何にして相手

の体力を消耗させるかが図られている。

中央において |,524π に張られたネットを境

として上から叩く攻撃 手 段 としてのスマッン

ユ、高く送 り返すハイ・クリヤ、 ドリブンクリ

ヤー、特有のネット・フレ゚ー、急に落下するド

ロツプ、ショット、スピーディに烈しく打合う

ドライブ、又 は相手 に自分 のモーンョンを穏

すフェイント・モーンョン等独特の面白さがあ

る。

バ ドミントンは繊細な技術を必要とするこの

競技の性質上、選手はコートのコンデョン イン

についても、とても細かい心づかいをする。コ

ート内の風や周囲の動きや、雑音など極度にい

やがるので観客は例えば試合中の競技場への出

入 りや、コートの周囲を動き廻ったり、たとえ

短かい言葉でも声援しない様出来るだけ静かに

観戦してもらいたい。そのかわり見事なファイ

ン・プレーに対しては、相手、味方を問わず、

万雷の拍手を以って応える様にしたい。

競技規則 (抜華) ゲームはダブ′レスとシン
グルスの二種類があり、男、女によつて種別が異

るが、共に 1試合は 3ゲーム、 1ゲームは15点

(女子ンングルスのみ‖点)であり、15点先取
した方がゲームに勝となり、 2ゲーム先に取っ

た方がその試合の勝者となる。得点はサープし

た方が勝った場合のみ得点となり、レンープし

た方が勝っても得点とならずサープする権利を

得るのみである。

ンング/L/ス では、交互に勝っていれば、お互

に得点とならずサープを交互に行なうことが長



く続く場合もあるわけである。しかしダブ7L/ス

では 1組 2人が夫々サープすることが出来るの

で 2人のサープに勝たなければサープは片方に

移らない。尚得点に於て13オ ー/L/、 14オ ールに

なった時は、先に13点、14点取っていた方が夫

々 5点、 3点のゲームとするかを決定すること

が出来る。これをセッテイングと云って、要求

しないで15点までそのまま進めてもよい。女子

のシングルスは11点ゲームなので 9点オー/L/、

10点オー′レになった場合同様に夫々 3点、 2点

の延長ゲームをすることが出来る。

次に如何なる場合がフォル ト (反則)になる

かと云うと、

1 サーブ又はレンープの時ラインを踏んだ

りまたいだ時。'

2 サープの時ンヤ ト/t/がサーパーの腰骨よ

り高い所で打たれた場合。又ラケットの

先が手よりも上に出た場合。

3 サービスが相手のサービスコートに入ら
なかった場合。

4 サープの時又はレンープの時、かまえた
足が床面から動いた り浮き上った場合

(かかとの上るのはかまわない)

5 ンヤ トルが相手コートに入らなかった場

合、但し、相手が打てば入ったものと見

倣される。

6 ラケットや身体の一部が、相手コートに

侵入したリネットに触れた場合。

7 ンヤ トノレが同一プンーヤによって連続 2
回以上打たれたり、 1人のプレーヤとの

パートナーによつて続けて打たれた時。

8 ンヤ トノレがプレーヤの身体 に触 れた場

合。

9 プ L/― ヤーが相手を妨害した場合。

結 び バ ドミントンは近時特にスポーツと

して、又、 リクリエーンョンとして老若男女を

問わず益々盛んとなり、屋内の体育館だけに留

まらず、ビルの屋上や公園空地などで愛好され

ている。しかし交通のはげしい道路上で行なう

ことだけは危険であり、交通道徳の面からも是

非禁止されねばならない。

誰にでも手軽に出来る運動であり、今後より

以上の普及発展が予想されることだろう。
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競 技 順 序 お よ び 時 、間 (タィムテープル)

記号説明 (M一般男子、 L一 般女子、 T教 員男子、 B高 校男子、 G高 校女子)
註  1 定刻よりおくれた場合は某権とみなす。
2 コートおよび時間は都合により変更することがある。

MEMO

日 ∫ヽミ 1 2 3

|

|

5 6

第

一　
日

（１０

月

２５

日
）

10:00 1 M  I I M  2 M 3 1ヽ 4 M 5 M

11:30    M   7    Ⅳ1   8

13:00     N1   13    Ⅳ1   14

14:30    B   l    B   2

卜1   9    M   10    Ll   li    M   12

ル1   15    Nl   16    G   l    G   2

T  l    T  2   L  l    L  2

16:00 1 M 17  M 18 M   19    M   20    M   21    M   22

第

10~

月
日

26

日

9:00 M   23 M   24 M M M M   28

10:30 L 3 L 4 L  5 1 M 29 1 M 30 M 31

12: 00 L 6 G 3 G 4  G 5 1 G 6 B 3

13:30 B 4 B 5 B 6  T 3 1 T 4 T 5

15: 00 M   32 M M M  35 1 M  36 T 6

16:30 M   37 M   38 M   39

第
三
日（１０
月
２７
日
）

9100 M    40

L   7

T  7

４‐

一
８

一
８

Ｍ

一
Ｌ

　

Ｔ

Ⅳ1   42

G   7

B   7

M   43

G   8

B   8

10:30

12:00

13:30 M   44 M   45

第
四
日

（１０
月
２８
日
）

9:00   1   L    9 M  46   G   9 T 9 B 9

11:oO I L  10 M G T B

(17)
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せ組 合

一 般 女 子

V

1香

2山

3 1し 沼暮

4愛

5新  潟‐ 
じ 二

l石

2大

3三

4青

5岡

1奈  良

4香  川

5岐  阜

1栃  木

2静  岡

3岡  山

4北 海 道

5大  阪

阜 6

京 7

都 8

本 9

田 10

|十
―
神 奈 ′‖lQ

′―`/

形 6

崎 7

奈 川 8

山 9

山 10

′
一　
　
′

―

―

、

川

阪

重
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山

l彿
声員   スゞ 9
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冒
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‐
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Ｊ
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三
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形 7

阜 8
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1山 梨 li 13 11114

| |1慮 IF島 11 1R I

1新 潟1丁 1丁1丁|~|~「 1巧

'1県

名
|[1雪 1詈 1量 21曇
計
|_::_l県

名
|[1雪 1詈 1貫 1曇 1曇 1計

||           1 福     島
 1   1    1  3  1     1     1

滋 賀 1¬ JT・
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参 加 チ ー ム ー 覧 表

）
　　゙

・ヽ
　
）

高 校 男 子  1高 校 女 子

松本 行弘
北崎 博国
小島  渡

―

屁原歌確

曙雲可が:痴トム岡1秀印

頸 1蒻1聰| 1鼈日 寿明         ‐  佐藤 安美

崎 鯰 |  |  lm
1 喜奮昭査|   |   1 萱奮間皐彙|
1轡 田_迪雄_|        |        |        |

|

|

愛   媛

卦  |

久子 |
田
原
名

本
川
井

山
細
綾

需儘 誦 覇 Ⅷ
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鹿 児 島

宮   崎

大   分

熊   本

佐   賀

福    岡

香    川



色       _三 ■盤
女 子 1教 員 男 子 高 校 男 子 高 校 女 子

| ]:i`:言

:――
i::|:ii:][:::営1:|:「

~|

1  向井 文夫

六
ホ

兵 堤  博愛

1  杉江 雅博

|  |床尾  募   永井かおり
高木 金次  大八木いと枝

滋

1堅響 粟 撃 |夕君 三之助

重 鶉 蓑fコ辟赳
1岐 阜

1  岡田 耕一 |        1  南  善雄 |

lm‐ m弊 1中 IT
書瞥マ ⑬冒

~冒

[]Ⅷ 曇看 蟷美言暑 藉美震:
彊萱翌菱二曇響I亘ユ百可事F「

~~~    1監
督勝野 宏

愛 知 巡 51WI  I曽量展暑|
監督 若林 吾郎

作
良
三
守

浦
田
三
和 池野婦紀子

鈴木 清江日下部敏弘

福 井
監弩
増墨遇慇1  高木
1  糸谷 |

軸一村沢
田
田
田

一男
力
郎 圧

|

長
　
一　
新

野
　
一　
潟

参 加 チ ー ム ー 覧 表
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参 加 チ ー ム ー 覧 表

▼

″

高 校 男 子  1高 校 女 子

1銹濶 |

間辺 安夫

東 一示

な［一一一
木 とみ
淑町

一高，一督・監
功 刀 江

千 葉 彦
之
光

暢
和
宏

水
東
沢

清
周
七

埼 八
勝
忠

田
藤
藤
・

小
佐
佐
劃
扉群 馬 一雄
夫
邦
佳

栃 木 1  石崎喜代子
1  吉田サト子

茨 城
|

福 島

|:111   1、 |

1乏ヤ

|

山 形 板垣 隆房 ‐ 沢
村
山

沼
中
高

一
一
〓

内
出沢 勇男 |

監督 山内

川辺 正勝
稲葉順二郎
根津谷礼蔵

北 海 道 |
紘一   福田
光夫   川村

権蕉
とブoッ
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県   名  1種  別  宿 舎 名 1宿 舎 所 在 1電  話

鵜

水

含

藤

/1ヽ

森

天

森

天

近

宇

金

渡

海
坂

能

林

敬

天

敬

敬

天

慈

善

篠

中

1中
香

香

栗

1長

荘

也

寺

良6

秋

忠

寺

忠

寺

市

大

屋

美
ゑ

雄

茂

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

作

平

武

寺

寺

正  元
船

船

船

一　
　
治

宗
　
　
　
　
　
　
貫

久
　
　
泰

正
ず

定
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政
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衣
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原
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藤

野
　
　
辺

老
井

田

舎

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

宿

男

男

男

男

男

女

男

女

男

男

男

男

部

般

般

般

般

般

般

員

校

般

校

般

般

本

一

一

一

一

一

一
教

高

一
高

一

一

縄

島

崎

分

本

児

沖

鹿

宮

大

熊

賀

岡

知

媛

島

川

一 般 男 子

長

　

佐

福

高

愛

徳

香 念

衣

念

念

衣

眼

竜

田

島

島

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子
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子

子

子

子

子

子

子

子

子

男

男

男

女

男

男

女

男

女

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

男

男

女

男
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男

男
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般
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般

員

校

校

般

般
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般

員

校

校

般

般

般

般

校

般

般

員

校

般
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般

般

員

般

般

員

一

一

一

一
教

高
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一

一

一

一
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高

高

一

一

一

一
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一

一
教

高

一

一

一

一
教

一

一
教

雄

吉

正

島

山

　

　

　

根

取

山

良

都
　
　
賀

重

庫

阪

広

岡

厳

厳

堀

本  彦 一
節  夫

内 藤 利 三 郎
天理教 岐美大教会
天理教 岐美大教会
斉  田  隆 一
長   照   寺

歌

島

鳥

和

奈

兵

大

寺昭

藤 井 安 太 郎

熊  田  守  男
川  島  祐  二
大  口  盛  松
野 々 村 貞 夫

滋

〓
一　
　
岐 さ

さ

さ

篠  田
お

お

お

長  良 川 畔
杉   山  町
伊 奈波 通 1丁 目

県 町 1可 目
北  一   色
月 丘 町 1丁 日

野  一  色
月 丘 町 1丁 目
野  一   色
県 町 2丁 目
梅 ケ枝 町 3丁 目

金 町 5丁 目
長 住 町 8丁 目
鍵 屋 西町

「

丁日
柳 ケ 瀬 7丁 目
吉 津 町 2丁 目
岩     戸

野

岩

岩

1し

,L

Jヒ

Jヒ

1ヒ

花 沢 町 1丁 目
金 園 町 6丁 目
鍵 屋 西町 1丁 目

大 宮 町 1丁 目
大 宮 町 1丁 目
金 園 町 3丁 目
矢   島  町
矢   島  町
山  吹  町
蕪  城  町
神 室 町 2丁 目
西 玉宮 町 1丁 目

昭 和 町 2丁 目
都 通 り 5丁 目
岩 栄 町 1丁 目

岩 栄 町 1丁 目

岩 栄 町 1丁 目

()7188 G)0086

()2072
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G〕 0029

1連絡所 05973

②3645

()0496

()3645

00496

④1542
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②1753

00808
1 (∋
2221べ 3́
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呼 沢田 ③8385

①0496
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連絡所 ①5973
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④9007
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02626
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野
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監 督 選 手 宿 舎 一 覧 表
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監 督 選 手 宿 舎 一 覧 表
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自 名 宿 舎 所 在

子

子

男

女

校
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松 ケ 枝 町
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栄 光 の 跡

第 4回  昭和 24年 東京 YMCA(個 人戦 オープ ン)

一般男子  単 (一 位)              (二  位)
東 京  広 田 敏 秀      北海道  佐 藤   保      東 京

一般男子  複

東京農昇繁重 神奈川罵雹 喜 榊道
一般女子  単
神奈川  吉 田 とよ子      愛 知  吉 沢 千 里      神奈川

一般女子  複

神奈川
亘 曇 隻

よ

軍  
神奈川

↑ 籍 鷲 ]愛
知

第 6回  昭和26年 広島県 広大東雲分校、同附属小学校
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東 京
li:量 霙    

岐 阜

一般女子

高校男子

総合優勝  愛 知 県
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(二 位)
玉 越 忠 治
大 竹 健 司    愛 知
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倉
根
藤
島
　
藤
嵐
藤
藤

之
野
　
　
　
　
　
　
　
十

日
中
佐
小
　
新
関
内
伏
　
佐
五
斎
佐

秀
明

一
雄
　
子
子
子
絵
　
雄
彦
潔
治
　
子
子
子
子

． 県

敏
道
昂
秀
　
盤
悦
遍
衣
　
文

一　
隆
　
延
貞
難

一　
．リ

ω

田
　
井
原
　
塚
　
田
倉
　
月
田
石
木
　
瀬
尾
原

　

一余

一
広
岡
藤
吉
　
貝
登
高
米
　
望
倉
力
鈴
　
広
西
椎
関

ュ押

可
三
昭
郎
　

えヽ
子
子
子
　
啓
夫
彦
明

太
　
さ
　
磨
ス

健
竜
哲
金
　
ま
悦
須
ヤ
　
　
牧
利
弘

位

竹
岡
羽
　
　
原
　
谷
駒
　
川
岡
井
藤

一二
大
松
丹
林
　
貝
登
島
町
　
越
花
折
内

秀
豊
久
博
　
子
子
子
子
　
敏
則
男
充

敏
　
順
　
　
文
歌
ぁ
智
　
兼
正
竜
啓

位

田
治
崎
田
　
藤
林
川
野
　
石
藤
川
桁
谷

一
広
佐
川
杉
　
遠
小
荒
小
　
片
加
長
井

正

一
男
　
子
子
子

　

一
宏
潔
　
子
子
子

久
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美

友
亥
　
久
照
綾
　
健
　
　
　
範
久
泰

郵由』赫　脚脚巾　申嘲］　卸拳】

第 7回 昭和27年 宮城県 東北大学体育館
(二 位)

,ヒ海道
 lg i ]三:

東 京

神奈川

山 形

一般男子

神奈川

一般女子

石 ノ‖

高校男子

東 京

高校女子

兵 庫

総合優勝

一般男子

神奈川

一般女子 ‐

神奈川

高校男子

北海道

高校女子

一般男子

宮 城

高校男子

愛 知

高校女子

福 島

東 京

石 り‖

神奈川

岐 阜

石 ノ‖

神奈川

神奈川

第8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館
(二 位)

東 京
 1曇 〔 業_『

Jし海道
 II ヨ 営江:
石 川
 |!田[ 言 言

香 ノ‖

子
子
子
子

良
光
美
澄

川
田
野
野多

大
藤
竜
波

子

子

子

誉

武

久

西

山

鍋

大

秋

真

山
　
　
　
知

富
　
　
　
愛

子
子
子
子

． 県

譲
京
範
幸

．リ

堀
津
藤
本

ム
小

西
谷
佐
松

． 神

城
　

勝

宮

　

一饉総

神奈川

愛 知

市幌

　
　
勇
治
夫
　
子
え
信
　
信
三
昇
　
美
子
子

一札
　
　
　
与
貞
　
悦
盤
　
　
嘉
桂
　
　
嘉
文
基

靡
　
¨

『
］
蔽
　
登
螂
』
　
［
嘲
』
　
静
剌
華

第 9回 昭和29年

愛 知

石 川

石 川

岡 山

治
司
三
　
子
子
子
　
健
正
昭
　
子
子
子

一県

美

，
忠
健
竜
　
富
範
京
　
　
広
雅
　
信
准
享

一知

位

越
竹
岡
　
堀
藤
津
　
場
反
藤
　
田
藤
形

一
玉
大
松
　
西
佐
谷
　
豊
御
伊
　
武
伊
尾

一愛

阜岐
　
子女般一

(33)

総合優勝
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第10回 昭和30年 神奈川県 体育館、鶴見高女体育館
一般男子   (一  位)             (二  位)              |

神奈り|1 12 目
 1 8      

岐 阜
 1全 算 

讐
 曇      

富 山
 |

一般女子

（
一

こ

一
男
満
　
　
仁
子
子
　
　
紀
房
至
　
　
子
代
子

友
熱
　
　
　
畝
悦
重
　
　
仁
隆
　
　
　
豊
紙
怜

位

谷
木
木

　

津
部
山
　
　
田
垣
角
　
　
田
田
村

一二
釣
荒
高
　
　
梅
阿
下
　
　
生
板
羽
　
　
水ヽ
藤
藤

道

　

　

　

形

　

　

　

川

海北
　
　
　
　
山
　
　
　
　
香

子
子
子
　
　
匡
功
彦
　
　
子
節
子

ぁ歌良
　　
　　
相
　　
功　静

川
林
川
　
　
方
　
谷
　
　
木
浦
井

々

荒
小
大
　
　
北
関
米
　
　
佐
三
菅

奈神
　
　
　
　
石

子

子

　

一
英

一
　

子
子
子

県

信
　
桂
　
　
栄
勝
順
　
　
文
節
基

，ノ

田

藤

　

井
島
岡

　

野
田
宅

奈

武
　
伊
　
　
水ヽ
北
相
　
　
友
権
三

． 神

ニ

志

一
道
　
　
子
子
子
　
　
房
考
志
　
　
節
子
子志

清
俊
利
　
　
貞
洋
奎
　
　
隆
重
勝
　
　
　
英
与

位

利
田
原
　
　
尾
藤
森
　
　
垣
岸
水
　
　
浦
倉
浦

一二
毛
前
石
　
　
西
加
金
　
　
板
山
鑓
　
　
一二
沼
三

，

夫
隆
商
　
　
子
子
子
　
　
隆
祐
豊
　
　
子
蔚
新

良
嘉
修
　
　
良
歌
英
　
　
　
英
　
　
　
順
悠
富

位

中
野
山
　
　
川
林
川
　
　
野
脇
田
　
　
田
田
田

一二
島
星
神
　
　
大
小
石
　
　
平
森
富
　
　
有
長
松

島福

　

子男校高

東 京

高校女子

岡 山

総合優勝

一般男子

神奈川

一般女子

宮 城

高校男子

神奈川

高校女子

香 り‖

総合優勝

一般男子

神奈川

一般女子

香 り‖

高校男子

神奈川

高校女子

香 川

総合優勝
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第11回  昭和31年 兵庫県 神戸YMCA、 生田中学

(一 位)                (二  位)

1各 量曹堤   大阪{虞 暑段革   岡山

宮 城

層野曇 量
美
:      岡 山 {奪 彙 ま :      兵 庫

i 量 保 雪      北海道 {:こ藁 馨 奎      山 形

II革 彙
ヌ
量   岡山

岡 山 県

小 林 桂 子
戸 田 寿 子    宮 城
根 岸   絢

第12回 昭和32度 静両県 富士宮体育館、富士高構堂
(一 位)                (二  位)

多 馨 需 置      東 京 {曇 彙 I 彗      北海道

[ 革 彙
ヌ
子      岡 山 {黒 暴 置 :      神奈川

{富 彙級薇   石川{骨 苗鶏喜   島根

|]島升 琴ャ:      
静 岡
{i S i :      

石 川

神 奈 川 県



明
弘
志
　
子
子
子

　
一
嗣
正
　
好
子
子

芳
益
清
　
節
政
桂
　
晃
高
安
　
紀
節
光

位

谷
田
玉
　
田
本
林
　
　
　
川
　
崎
　
多

一三
高
上
松
　
権
光
小
　
森
榎
中
　
山
川
竹

年３３和昭
　
　
敏
啓
夫
　
菫
子
子
　
弘
憲
賢
　
子
行
子

都

脚

　
一 位＞
い
回
呻
　
』
¨
¨
　
義
一
嚇
　
け
一
［

申

志
博
貢
　
時
子
子
　
彦
三
充
　
断
街
行
　
訓
司
規

清
康
　
　
あ
洋
玲
　
洋
恵
拓
　
尾
美
美
　
登
和
直

位

王
松
松
　
坪
島
島
　
木
崎
坂
　
野
　
井
　
田
川
田

一二
松
小
小
　
大
高
中
　
山
岡
小
　
栂
橘
酒
　
平
市
柳

|

{

男
徳
雄
　
江
子
子
　
学
渕
祐
　
子
子
子
　
一二
隆
司

久
　
　
　
津
　
ツ

亥
三
幸
　
志
利
セ
　
　
　
注
　
奉
七
文
　
圭嘔
安
裕

位
木
沢
野
　
村
沢
村
　
部
原
藤
　
橋
沢
崎
　
越
坂
木

三
荒
扇
大
　
野
伊
志
　
阿
笠
伊
　
高
石
長
　
奈
脇
鈴

高岡女高体育館、南星中体育館

(二 位)

{笞 曇蒼異   大阪

{塞 曽肇ヨ   岡山

{言 含議赳   奈良

{暑野昌 種 :      石 ノ||

富 山県

神奈川

神奈川

東 京

富 山

一般男子

東 京

一般女子

香 川

高校男子

山 形

高校女子

香 ノ‖

総合優勝

一般男子

神奈川

一般女子

神奈川

高校男子

宮 城

高校女子

香 ノ‖

教員男子

神奈川

総合優勝

一般男子

東 京

一般女子

富 山

高校男子

神奈川

高校女子

富 山

教員男子

石 川

総合優勝

大 阪

富 山

神奈川

富 山

東 京

館育

郵　　』は確　キヌェ〔看　］】聡　罐一［　』は翻

群
旧
祠
蜃
財
嵐

館育赫
　
　
朗
治
勤
　
工
子
子
　
彦
男
一　
子
子
子
　
博
副
治

『　̈中一』　は一蜀　一時中　』』一　【』驀

一
英
肇
　
子
子
子
　
一二
充
彦
　
子
子
子
　
匡
夫
寛

一県

智
智

栄
克
　
　
洋
玲
桂
　
恵
拓
敏
　
美
美
敦
　
　
晴

　

」田

一位糾機中　鵡』睡　̈
呻悧　橘酎『　け脚嬢
富

第14回 昭和34年

石 川

香 川

北海道

静 岡

大 阪

『
】
潔
　
】
】
療
　
紘 一
嘲
』
　
】
鋳
［
　
博
副
轟

牌

ω

藤
藤
口
　
川
見
野
　
辺
江
斐
　
本
木
本
　
田
本
原

△
小

一
佐
佐
関
　
大
三
椎
　
渡
堀
甲
　
蔵
有
福
　
杉
山
石

神

V

富 山

静 岡

新 潟

秋 田

秋 田

第15回 昭和35年 熊

神奈りII{

秋田
{

山 形

香 ノ‖

神奈川
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↓
．
一房

男
任
　
子
子
子
　
勲
男
博

ヤ

藤
勇
　
　
ツ
和
文
　
　
真

位
垣
沢
村
　
川
井
井
　
田
山
川

三
板
出
北
　
宮
福
横
　
平
秋
早

ｆ
）
．）

軒子奸　
隆
司喜

美
綾
モ
　
安
祐
弘

藤
山
門
　
坂
木
橋

伊
横
大
　
脇
鈴
高

博
郎
彦
三敬
捷

田
田
山

杉
岡
秋

子
子
子
　
匡
夫
三
県

弘
詔
淳
　
　
晴
圭

田

藤
原
口
　
方
山
尻

佐
桂
矢
　
北
湖
江
秋

，

英
雄

一　
子
子
子
　
昭
勇
明
　
子
枝
子
　
隆
司
光

克
好
陽
　
政
満
奉
　
国
　
義
　
一浮
百
泰
　
安
裕
俊

位
島
宮
釧
　
村
山
橋
　
谷
釧
上
　
塚
政
村
　
坂
木
崎

三
北
小
長
　
木
横
高
　
奥
長
三
　
高
重
七
　
脇
鈴
真

山 形

香 メ‖

山 梨

秋田
{

秋田
{

第16回  昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館
(二 位)

倒
{菖 曇看芸

秋 田

北海道

静 岡

神奈川

子
子
子
　
光
潔
治
　
子
江
子

政
満
奉
　
富
　
直
　
紀
博
昭

村
山
橋
　
村
浦
本
　
木
野
山

木
横
高
　
中
松
村
　
高
天
影

敏

一
男
　
子
子
子
　
一
司
昭

智
智

兼
栄
忠
　
桂
美
美
　
紘
武
義

位
石
井
野
　
尾
　
井
　
竹
沢
野

野

一
片
永
星
　
栂
橘
酒
　
大
安
星

印
　］豊螂　［一〔　務申詢　̈
”諧　匡けに都、

第
．
ω
野
田
門
　
本
井
　
　
田
川
野
　
　
崎
村
　
方
山
尻

一示

一
星
富
井
　
福
横
森
　
本
荒
阿
　
橘
室
河
　
北
朋
江

東

一般男子

東 京

一般女子

富 山

高校男子

新 潟

高校女子

山 形

総合優勝

一般男子

総合優勝

一般男子

愛 知

一般女子

秋 田

高校男子

新 潟

高校女子

栃 木

教員男子

石 ノ‖

総合優勝
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子
　
石

男員教

等学校体育館稀

　

睛
嘲
」
　
議
新
［
　
一 征
舞

一 誠
　
〕
サヨ子
一
　
博
膨
回

戦
一
ω
藤
木
崎
　
　
井
尾
　
野
田
　
　
塚
門
瀬
　
田
山
田

綺
一
に
撻
鈴
岡
　
橘
酒
概
　
西
須
関
　
大
人
間
　
杉
秋
岡

口県 下関市体育館

(二 位)
井 門 鎮 雄
宮 永 武 司
堺   栄 一

田 島 外茂子
横 井 文 子
森   久 子

関   一 誠
中 村   安
古 屋 和 正

後 藤 和 子
茂 沢 純 子
竹 内 泰 子

杉 田   博
岡 田 敬三郎
秋 山 捷 彦

昭和37年 岡山県

神奈川

富 山

東 京

秋  ll

神奈川

愛知
|

秋 田

青 森

岡 山

秋 田
|

京

川

潟

山

川

東

子

香

子

新

子

富

子

石

女

　

男

　

女

　

男

般

校

校

員

一　
　
　
二局
　

　

高

　

　

教

富 山 県

　́
″

島根
|

富 山

北海道

北海道

大 阪
|

(三 位)
星 野 忠 雄
富 田   豊
山 崎 春 茂

栂野尾 桂 子
酒 井 美智子
室 崎 光 子

福 島 智 徳
林     守
久保田 和 男

高 森 幸 子
高 田 裕 子
村 田 泰 子

大世古 吉 弘
北 野 敬四郎
片 岡 輝 明

第18回  昭和38年 山

東 京

香 ノ‖

東 京

新 潟

雄
憲
隆
　
子
子
子
　
夫
男
春
　
子
子
子
　
匡
夫
三
由示

＞
好
善
整
　
満
奉
文
　
義
光

一　
和
昭
武
　
　
晴
桂
潟

位
宮
垣
熊
　
山
橋
崎
　
野
田
口
　
沢
本
出
　
方
山
尻

一
小
板
稲

横
高
長

星
裏
樋

前
松
小

北
源
江

新

神奈川



第19回  昭和39年 新潟県立 三条高等学校体育館
一般男子   (一  位)

愛 知

一般女子

香 り||

高校男子

新 潟

高校女子

栃 木

教員男子

新 潟

総合優勝

治
男
力
　
子
江
子
　
昭
之
則
　

ミヽ
好
轟

正
和
　
　
紀
博
螢
　
政
博
弘
　
フ
美
エ

位

田
田
田
　
木
野
后
　
野
野
林
　
木
川
谷
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術買

一二
新
村
沢
　
高
天
岩
　
立
盛
高
　
佐
中
加

阜
　
　
　
山

岐
　
　
　
富

子
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ヽ

あなたなら

どのクルマを選びますか

トヨペッ トクラウン

日本 を代 表 す る高級車

トヨペッ トコロナ

本格的ファ ミ

パ ブ リカ

経済的 なホー ムカー

クラウン扱販 売店

出支蟹認:・ :ヨ名アだ罰重カヨ巨

コ ロナ 扱 販 売店

餃 阜 トヨ督 リト

パ ブリカ扱販売店

バ¬リカ岐阜

O トヨ暉 自動車工 業株 式会社 トヨ暉自動 車販 売株 式会社



明 日の 力 を育 て る国 体

明 る く
つ よ く

美 し く

岐      阜      市

第20回国民体育大会岐阜市実行委員会
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